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1．はじめに

　2018年に行われたOECD（経済協力開発機
構）のTALIS調査（国際教師指導環境調査）
は，中学校校長を対象にした質問項目に，「生
徒の多様性」に対する信念に関する4項目（①

「生徒の文化的背景の違いにすぐに対応でき
ることは重要である」，②「異なる文化の人々
は異なる価値観を持ち帰ることを生徒が学ぶ
のは重要である」，③「子どもや若者は，でき
るだけ早い時期に多文化を尊重することを学
ぶべきである」，④「子どもや若者は，文化的
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要　　旨：
　多元的多文化主義に立脚した市民を育てる教育の実現の在り方を検討するため，ドイツの
バーデン・ヴュルテンベルク州のハイデルベルク市内と都市州のベルリン市内の学校（ギムナ
ジウム2校と基礎学校1校）の学校組織マネジメントの取り組みを調査した。
　その結果，1つに学校は，子ども個々の興味や関心に応じて科目を選択し学習できる機会の
保障，プロジェクト型学習の設定，多様な背景を持った子どもたちの合同クラス作りによる一
人ひとりに居場所の提供などを通して，彼らを尊重するとともに，彼らに個人としての自信を
持たせているカリキュラム構造を構築していることがわかった。また，そのなかに組み込まれ
たグループ学習や子ども同士の日常的なやりとりなどを通して，子どもが閉鎖的な自己主張の
強い個ではなく，他者や社会とつながる開かれた個として確立することを援助するマネジメン
トをしていた。2つに学校は，子どもに他国や他者の立場を理解・経験させることを通して，
多文化を尊重させるマネジメントを行っていることがわかった。模擬国連総会，1・2・3年生
合同クラスでの日々の授業，政治参加のためのディスカッションの授業など，立場の異なる他
者と関わり，相手の立場を理解や尊重する態度を育成する機会が，特別な機会とともに日常の
教育実践の中に埋め込まれていた。
　また，こういった教育を実現する上で大きな役割を果たしているのは，地域，学校，教師と
いった異なるレベルの現場のそれぞれの自律性であった。さらに，この自律的な教育を可能に
している重要な要因として，各学校の明確な教育方針とその方針に基づく教育を行う校長の
リーダーシップがあった。しかし，校長には多くの裁量権がある分，求められる役割や責任も
大きいため，ドイツでは優れた管理職養成が大きな課題となっていることがわかった。

キーワード：ドイツの教育，教育の自律性，学校組織マネジメント



1	 OECD（2019）“TALIS	Providing	Quality	Early	Childhood	Education	and	Care:	Results	from	the	Starting	
Strong	Survey	2018”
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に異なる人々の間に多くの共通点があること
を学ぶべきである」）を採用している。これ	
は，OECDが21世紀のグローバル化した社
会に求められる教育の在り方として，多元的
多文化主義に立脚した市民を育てる教育を想
定していることによる。このことは，TALIS
の結果報告の序文にある次の一文からも明ら
かである。

“教育システムは，多様な文化的，民族的な
バックグラウンドを持つ生徒たちを単に統合
するのではなく，全ての生徒が価値多様性の
意義を認め，一人ひとりが地球規模の市民と
して，多様でかつ包摂的な社会を建設してい
こうとすることを支える役割が期待されてい
る。1”（OECDのTALIS調査に関するサイト
より）

　ちなみに，先の4項目については，9割以上	
の校長が自校の教師の中で同意する者が多い

（「多数いる」又は「全員，又ほとんど全員」）
と回答しており，多元的多文化主義に立脚し
た教育が，現場レベルでも世界のスタンダー
ドになっていることがわかる。では，そうし
た教育を，各国はどのように実現しようとし
ているのだろうか。
　筆者らの研究チームは，こうした関心の下，
現在世界の国々がどのような教育に取り組ん
でいるのかを視察とインタビューによって詳
細に確認する研究に取り組んできた。現在ま
でに視察を行った国は，ヨーロッパとそれに
隣接する国々のうち，フィンランド，イタリ
ア，カナダ，ハンガリー，ルーマニア，トル
コ，スイス，ドイツ，チェコ，スロバキアの
10カ国であり，それぞれにおいて，初等・中	
等学校および教員養成機関の参観と，校長，
教諭，教職志望学生等へのインタビュー調査
を実施した。本報告は，その1つとして2017

年度に実施した視察調査において見えてきた
多元的多文化主義に立脚した市民を育てる教
育の実現のために，ドイツの学校が行ってい
る学校組織マネジメントの可能性を紹介す
る。

2．視察方針と分析枠組み
─現実をナラティブとして読む─

　視察結果の報告に先立って，本研究の研究
デザインを紹介する。
　本プロジェクトは視察国の決定をランダム
にではなく，欧州という共通の地理的条件の
もとで，国家体制に大きな影響を及ぼすと考
えられる諸要因に関して顕著な社会的条件

（国際的緊張，地勢的特徴，国家体制，人種	
的・民族的多様性，宗教問題，統一と分離，
EUとの関係など）を有していることを基準
に行っている。ドイツを視察国に選定したの
は，以下の5つの理由による。

①東西ドイツの統一という国家体制，政治
体制の再編を経験した。

②ヨーロッパ連合（EU）の中心国として，
欧州の経済的，文化的統合の推進役であ
る。

③他の欧州の多くの国と同じように人的，
物的資源の移動の自由化と流動化の中に
ある。

④テーマ型・総合型の教育に関して長い歴
史を持つ。

⑤PISAの結果を受けて教育改革が進めら
れている。

　以上の社会的条件とそこで推進されている
教育との関係性を捉えることによって，実践
されている教育の，公的に目標として明示さ
れているもの以上の意味に迫ることができる



2	 キャサリン・コーラー	リースマン（著）大久保功子，宮坂道夫（訳）『人間科学のためのナラティヴ研究法』（2014）
クオリティケア，p345

3	 辻野けんま（2018）「第一部	世界の学校の役割と教職員	第4章	ドイツの学校の役割と教職員」　藤原文雄『世界
の学校と教職員の働き方	米・英・仏・独・中・韓との比較から考える日本の教職員の働き方改革』学事出版，p49-50
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と考えた。そのための手段として，我々の	
チームは分析のために更にもう一つのツール
を用意した。ナラティブ・アプローチの手法
を援用し，観察された事実をナラティブとし
て捉えるという分析視角である。この分析視
角の詳細な紹介は別稿に譲るが，本報告を進
めるにあたって最低限の共通理解としておき
たい点について，ここでは確認しておきたい。
　ナラティブを人間科学の諸分野の研究に活
用することを提案するキャサリン・コーラー・
リースマンは，ナラティブ（語り）について
以下のように述べている。

“ストーリーを語ったり書いたりすることは，
「自然」なことなのかもしれないが，常に状
況に埋め込まれており，戦略的である。それ
は，広まっている言説や実践の統制を含んだ
制度的，文化的な文脈の中で生じ，常に受け
手を想定しながら作りだされているからであ
る2。”
　この観点に立つならば，ドイツにおける自
律的な市民を育てる教育は，ドイツの歴史や
その歴史によって生じた現在の社会の関数と
して捉えられる。なぜならそれは，いまここ
で，いまここにある社会的関係と社会的文脈
の中で，社会的意味をまとって，観察者たる
我々の前に現出した現実だからである。もち
ろん，こうした視点は我々だけのものではな
い。例えば，辻野（2018）3 は，ドイツの教育	
の特徴を，学校運営に関わる「学校の意思決
定は，教師，保護者，子どもの教育参加を原
則とし，『学校会議』に象徴される当事者の
合意形成の原則が貫かれて」いると捉えた上
で，「こうした学校経営の体制は法制上に明
示されており」，「その背景には，かつてナチ
ス時代において独裁化した学校が，国家行政
の末端機関としてのイデオロギーの注入機関

に化した反省」があると述べ，そして，ドイ
ツにおいて，学校が上位下達の組織とならず，
主体形成の場であり，関わる者たちが自らも
参加する民主的な組織であるべきと考えられ
ている背景には，歴史的，社会的文脈が関わっ
ているとしている。このように教育事象を社
会的事実として捉えるための分析的視点がナ
ラティブである。
　臨床心理学分野で一般的になっているナラ
ティブ分析は，ナラティブを個人のパーソナ
リティシステムを文脈性として理解し，語ら
れた事実をそれらの表出として捉えるが，社
会科学の分析法としてナラティブの視角を援
用する本稿の分析では，参観やヒアリングを
通じて観察された事実を，社会システムを文
脈とするそれらの表出として捉えるというス
タンスを採る。したがって，本稿の分析は，
歴史的，社会的文脈を重視したものとなる。
それは，先に指摘した，現在のドイツの学校
教育を取り巻く，歴史的，社会的文脈のすべ
てを総体的に捉えるものである。ただし，ナ
ラティブ・アプローチを援用する本稿の分析
では，個々の事象を単純に歴史的，社会的文
脈をあてはめて解釈し，意味づける手続きは
採らない。ナラティブ・アプローチは，語り
の持つ物語性を重視するものであり，語りの
内部の一貫性が語りの外部との関係性におい
て構成されていると捉える。したがって本稿
では，視察データが，我々の前にどのような
現実として立ち現れ，どのような一貫した物
語を指し示しているのかを記述し，その中で
浮かび上がる社会的意味に迫ることにする。

3．視察調査の概要

　視察調査は，2018年3月に実施した。対象



4	 高谷亜由子（2016）「ドイツ」文部科学省『諸外国の初等中等教育』明石書店，p166
5	 高谷，前掲書，p166

表1　ドイツの学校体系

Das	Deutsche	Institut	für	Internationale	Pädagogische	Forschung（2018）“Bildung	in	Deutschland	2018	Ein	
indikatorengestützter	Bericht	mit	einer	Analyse	zu	Wirkungen	und	Erträgen	von	Bildung”　p14の「Bildungsorte	
und	Lernwelten	in	Deutschland」を筆者が一部加工し，翻訳して作成した。
※1	 この期間は，ベルリン州とブランデンブルク州では基礎学校の段階である。
※2	 0歳から3歳未満の子どもは保育所，3歳以上6歳未満の子どもは幼稚園と年齢で受け入れる施設が区別される

こともあるが，年齢を区切ることなく子どもを受け入れている施設もある。

64　 国際経営論集　No.58　2019

国であるドイツは，1989年11月に「ベルリ
ンの壁」が崩壊し，翌1990年10月3日に再
統一されて成立した。ドイツ連邦共和国の名
称が示すように旧西ドイツがベースとなる統
合であるため政治体制は連邦共和制であり，
教育は州の管轄となっている。各州は教育を
所管する教育担当省を置き，独自の教育関係
法令を制定し，教育行政を行っている4。た

だし，各州の教育を担当する大臣で構成され
る常設文部大臣会議（KMK）が各州の教育
制度や政策を調整し，学校修了資格などの相
互認定に関する州間協定を締結することに
よって，連邦全体としての統一性も維持され
ている5。ドイツの学校体系（高等教育を除く）
は表1の通りである。
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　本研究では旧東西ドイツの統一の影響を確
認することが必要と考え，複数の都市（フラ
ンクフルト市，ハイデルベルク市，ドレスデ
ン市，ベルリン市）の初等・中等学校，教師
養成機関を訪問し，それぞれの都市で授業の
様子の参観と教師へのインタビュー等を行っ
た。視察のスケジュールは以下の通りであ	
る。

◦2018年3月5日（月）ヘッセン州フラン
クフルト

◦Ernst	Reuter	Schule	in	Frankfurt
◦2018年3月6日（火）バーデン・ヴュル

テンベルク州ハイデルベルク
◦Kurfürst-Friedrich-Gymnasium	 in	

Heidelberg
◦Pädagogische	Hochschule	Heidelberg	

University	of	Education
◦2018年3月7日（水）ザクセン州ドレス

デン
◦Technische	Universität	Dresden（ドレ

スデン工科大学）
◦2018年3月8日（木）ザクセン州ドレス

デン
◦117.	Grundschule-Ludwig	Reichenbach
◦Technische	Universität	Dresden（ドレ

スデン工科大学）
◦2018年3月9日（金）ザクセン州ドレス

デン
◦Humboldt-Gymnasium	in	Radeberg
◦Staatsministerium	für	Kultus
◦Landesamt	 für	 Schule	 und	Bildung,	

Standort	Radebeul
◦2018年3月12日（月）ベルリン市
◦Rheingau-Gymnasium
◦Senatsverwaltung	 für	Bildung,	Jugend	

und	Familie
◦2018年3月13日（火）ベルリン市
◦Conrad-Grundschule	Berlin-Wannsee

4．視察報告：ドイツの学校における
教育の主体的自律的マネジメント

　我々は視察を実施するにあたって，コー
ディネーターを引き受けていただいたハイデ
ルベルク大学のChristine	Sälzer氏とドレス
デン工科大学のAxel	Gehrmann氏，Andrea	
Reinartz氏に，ドイツの市民を育てる教育に
ついて調査を行いたいことを伝えた。この要
望に応えて選定していただいた複数の機関の
視察を通して見えてきたものは，ドイツの学
校の自律的なマネジメントの諸相である。学
校のマネジメントにはカリキュラムのマネジ
メントと組織のマネジメントがあるが，それ
らのそれぞれについて学ぶべき取組をいくつ
も目の当たりにした。本報告では，その中か
ら，ギムナジウム2校と基礎学校1校の事例
を中心に紹介する。

（1）	Kurfürst -Fr iedr ich-Gymnasium	 in	
Heidelberg校のマネジメント

【終日学校のカリキュラム・マネジメント】
　バーデン・ヴュルテンベルク州ハイデルベ
ルク市のKurfürst-Friedrich-Gymnasium	in		
Heidelberg校は教師82名（非常勤を含む），
生徒は740名の，ハイデルベルク市で最も古
いギムナジウムである。バーデン・ヴュルテ
ンベルク州では基礎学校は4年制であり，基
礎学校を卒業し，アビトゥーアを取得して大
学進学を目指す5年生から12年生までの生徒
が在籍している。
　Alperowitz校長がヒアリングの中で強調
したことは，Kurfürst-Friedrich-Gymnasium	
in	Heidelberg校が終日学校だということで
ある。
　ドイツの学校はよく知られているように，
もともとは半日制であった。これは，「教育
が学校だけに収斂されてはならず，家庭教育
や社会教育，子ども自身の自由な時間をそれ
ぞれ保障する」ことと，「かつて教育が全的
に『国家化』された戦前・戦中期への強い反



6	 辻野（2018），前掲書，p47
7	 坂野慎二（2017）『統一ドイツ教育の多様性と質保証─日本への示唆─』東信堂，p61
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省」に基づいた学校システムの設定によるも
のと説明されている（辻野6　2018）。しかし，
PISAの結果，生徒の学力の不振が明らかと
なったことを受けて，2003年より授業時間を
午後まで延長する終日学校（Ganztagsschule）
の形態を選択して運営することが可能となっ
た。
　ただし，終日学校は学力向上のために単純
に授業時数を増やすものではない。終日学校
で提供される教育プログラムは「ドイツ語や
それ以外の教科の補習をはじめ，ダンスや絵
画，瞑想，スポーツといった課外活動等々，
学校により極めて多様で，学童保育（Hort）の
機能・役割やクラブ活動（Arbeitsgemeinschaft）	
の概念と融合・連結させて教育プログラムを
提供している学校も多くみられる。そのた	
め，個々の教育プログラムは校長の監督と責
任の下で編成されているものの，その運営に
当たっては，教師，教育士，社会教育士／社
会福祉士，語学や楽器演奏やダンスや絵画な
どを指導できる専門家といった人材が動員さ
れているほか，多くのところで，生徒・生徒
の保護者，地域の青少年福祉及び文化教育の
担い手，スポーツクラブといった学校外の
様々なパートナーが，早朝から夕方まで有償
又は無償で協力している」のである（坂野7			
2017）。Kurfürst-Friedrich-Gymnasium	 in	
Heidelberg校の取組も坂野が紹介した終日
学校に一致している。

「午後は自由の講義があります。これは生徒
が自分の興味に基づいて選ぶことができま
す。午後に受けることができる授業の一つの
例ですが，受けなくてもいいんですけれども，
興味に応じて受けることができます。外国語
であるだとかコンピューター，ディベート，
劇場，スポーツ，色々とあります。チェスも
あります」（Alperowitz校長）

　こうした午後の授業のプログラムは，補習
授業や学校が伝統に継続して行っている合唱
や演劇などの課外活動を除けば，担当する教
師が提案し，校長と話し合って決められてい
る。したがって，生徒の興味に応じるだけの
ものではなく，基本的には担当教師が生徒に
とって大切な学習経験となると判断したもの
が行われている。中には，特別なコミュニ
ティ・ルームを設置して取り組んでいる「模
擬国連総会」のプログラムがあり，このプロ
グラムが象徴するように，新たな学校の特色
になっていくものもある。「模擬国連総会」
のプログラムは以下のようなものである。

「1年に2，3回集まって模擬の国連の総会を
行っています。それぞれ参加している学校が
一つの国を担当することになっていて，今回
我々の学校はパナマを担当しました。その模
擬の国連総会に出席し，パナマだったらこう
言うだろうということを想像しながら演説を
行い，他の学校の代表の生徒たちと意見を交
わすわけです。これは英語で行っています。
これは人種差別に戦おうという運動です。こ
の運動については学校内で署名が行われて，
80%の生徒と教師がこの運動に参加するとい
うことを表明しました。ですので人種差別に
対して反対を唱えるプロジェクト，ワーク
ショップなどを行うということです。このよ
うなことは現代において非常に重要なことだ
と考えています。」（Alperowitz校長）

　「模擬国連総会」も校内のスタッフの一人
の発案で開始されたものであるが，複数の学
校が参加し，学校という枠組みを超えて，広
く同世代の仲間たちと世界の現代的課題につ
いて考える経験を，午後のプログラムの中で
生徒たちに積ませる貴重なプログラムになっ
ている。社会や，世界を視野に入れたプログ
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ラムは，この企画だけではない。Alperowitz
校長の「私はこのギムナジウムは世界に羽ば
たいていくといつも言っています」という言
葉の通り，海外の学校と連携の協定を結んで
交流を行っているプログラムや授業での成果
を地域で発表するプログラムなど，学校の外
に向けての活動が活発に行われている。そう
した教科系の学習の枠にとらわれない活動の
場が，午後の授業を実施することによって広
がったのである。

【教科系授業のマネジメント】
　国や州による終日学校の推進の目標は，そ
れがTIMSSやPISAの結果を受けてのもの
であったことから明らかなように，教科型	
の学力水準を高めることにある。Kurfürst-
Friedrich-Gymnasium	in	Heidelberg校が午
後を課外活動型の授業や興味関心重視の授業
の時間帯として設定していることは，教科系
の授業時間を午前中に集中することによって
充実させることでもある。ただし，興味深い
ことにそうしたことを校長は説明の中で一切
語っていない。Alperowitz校長が学校の特
色に関するヒアリングの最初に言及したの
が，次のように教科系授業についてであった
にも関わらずである。

「生徒たちは三つの建物で授業を受けていま
す。本館のソフィエン館では理系の授業が行
われています。ルイーゼ館では5年生と6年
生が授業を受けています。このギムナジウム
ではラテン語，古代ギリシャ語，そして歴史
を重視しています。子どもたちが文化，歴	
史，そして我々はどこから来たのかというこ
とを学ぶことが重要だと考えています。なぜ
なら自分たちの歴史を知らずに未来を作るこ
とはできないからです。
　理系の授業は現代を象徴しています。生徒
たちに現代で生きる力をつけるものです。で
すから生物，化学，物理，そして実験に力を
入れています。こちらの理系の教室には，様々

な情報機器がありますし，電気，ガス，デジ
タル関係の設備も整っています。理系科目で
は実践を重視していて色々な実験が行われて
います。授業の目標はできるだけ多くの事を
暗記してそれを吐き出すことではありませ
ん。目標は本当の意味で理解をし，そして疑
問を持ちその疑問を解決するということで
す。─中略─もちろん学校では先生の話を生	
徒が聞くという従来のスタイルの授業も行わ
れています。重要なのはいかにそれらをミッ
クスしていくのかということだと思います。
　音楽，アート，演劇は私達ギムナジウムに
とってとても重要です。このギムナジウムに
は二つのオーケストラと四つの合唱団があり
ます。毎年二つ大きなコンサートを行ってい
ます。
　言語のカリキュラムですが，外国語は5年
生と6年生はラテン語と英語を学びます。8
年生になると選択になり，ギリシャ語，フラ
ンス語，NWT（自然科学と技術が合わさっ
た科目），INP（デジタル化に対応してコン
ピューター系を重視した科目）の中から選び
ます。11年生と12年生は，それぞれの生徒
が自分の強みに合わせて自分の科目を選ぶと
いうシステムになっています。─中略─
　授業の特徴としては，モノそのものと関わ
ることを重視しています。生物に関しては水
族館に行ったり，生物と触れ合ったりしてそ
のものから学ぶということを重視していま
す。また，設計して作るという作業もありま
す。優秀な生徒に授業の一部を受け持っても
らうようなこともあります。」（Alperowitz
校長）

　Kurfürst -Fr iedr ich -Gymnas ium	 in	
Heidelberg校は大学進学を目標とした，い
わゆる進学校であるが，教養型の学びや，モ
ノと関わる学びや活動を伴う学びを重視して
いる。特筆すべきは，それらのコンセプトが
具体性を持って明確になっていることであ
り，そのカリキュラムの構造を校舎の構造や
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教室の配置と結びつけて可視化し，教師や生
徒が意識化できるようにしていることであ
る。学習活動や，学校生活における日常的な
諸活動を通して，全員が，カリキュラムのコ
ンセプトや理念を，自然と意識して学ぶこと
ができるように組み立てられているのであ
る。
　また，プロジェクト型の授業が重視されて
いることも特徴である。Kurfürst-Friedrich-
Gymnasium	in	Heidelberg校はテストなどに
より特に才能があると認められた生徒を集め
た特別クラスを設けているが，このクラスで
は他のクラス以上にプロジェクト型の授業が
重視されている。プロジェクト型の授業は学
習の効果を高めるためのものではなく，将来
のための学習として積極的に採用されている
のである。

「特別クラスに関しては子どもたちが自ら学
びに責任を持つということでプロジェクトを
積極的に導入しているんですけれども，他の
クラスでもプロジェクト型の授業は行なって
おり，11年生や12年生の授業ではプロジェ
クト型の授業の比重がより高まります。例え
ば実験を行う授業で年間のテーマを決めて
10枚から12枚のレポートを書き，それを発
表するというような授業も行っています。」
（Alperowitz校長）

　学習が手段ではなく，学習そのものが価値
のある活動であり，達成しなくてはならない
体験であることを学ぶプロジェクト型の授	
業を，特別クラスと最上級学年の授業に多く
配置していることも，Kurfürst-Friedrich-
Gymnasium	in	Heidelberg校のカリキュラ
ム・マネジメントの特徴である。「子どもた
ちが自らの学びに責任を持つ」ことを学んで
から高等教育に進学してほしいという，学校
の願いがこめられたカリキュラムが作られて
いることがわかる。

（2）	ベルリン市Conrad-Grundschule	Berlin-
Wannsee校のマネジメント

　終日授業は小学校でも採用されている。	
ベルリン市のConrad-Grundschule	Berlin-	
Wannsee校も終日学校を行う学校である。
しかし，この学校では，終日学校の他にも，
2つの特徴ある実践が行われている。1，2，
3年生の合同クラスの実施と森の授業の実	
践である。ここでは，そうしたConrad-	
Grundschule	Berlin-Wannsee校のカリキュ	
ラムに関わるマネジメントを紹介する。

【合同クラスのカリキュラム・マネジメント】
　1，2，3年生の合同クラスの実施は，ベル
リン市が1・2年生の合同クラスを標準とする	
ことを学校法で定めたことに基づいている。
しかし，この指示は，学校によって実施が困
難な学校もあるためトーンダウンし，現在は
標準とすることを取り下げ，学校の判断に任
されている。Conrad-Grundschule	Berlin-
Wannsee校はそうした中にあって現場の実
態に基づき合同クラスの意義を高く捉え，校
長判断で，1年生と2年生だけでなく，3年生
も加えた3学年の合同クラスを実施すること
を決定し，実施している。「ダメ元で教育省
に申請したら，どうぞやってくださいと，まっ
たく否定されなかった」と笑って語った
Plessen校長は，導入の経緯を以下のように
説明した。

「こちらの学校でなぜ3学年合同クラスをし
ているかと言いますと，同じクラスにいなが
ら一人ひとり個別の指導を受けられるという
ような状態にするというのが，この3学年合
同クラスの目標です。
　ベルリンでは1・2年合同クラスというの
を最低条件として導入するということが数年
前に行われました。でも，学校によっては，
ほぼ100％外国人の子どもという学校もある
ので，指導すること自体がとても難しくなっ
てしまうということがあって，数年後に「合
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同クラスはやめます」と州政府が言ってし
まったんです。
　しかし，この合同クラスのアイデア自体，
コンセプト自体はすごくいいものなので，現
在も研究が続けられていて，ドイツの文化庁
も再開したいという思いをもっています。し
かし，リスクも多く，何が起こるか分からな
いので，なかなか政治的には行いにくくなっ
ているのです。ただし，研究では，就学時，
特に入ってきたばかりの生徒にはかなりよい
効果が期待できることが分かっています。例
えば，1・2・3年合同クラスに入った生徒が
学習能力が高ければ，2年やっただけで4年
生に上がれたりもするのです。飛び級ができ
るのです。
　他方で，ドイツでは小学校で留年するとか
いうのが割と普通のことになってきていまし
て，学力で留年した人もいますし，人より遅
く入学した人もいるんですけれども，いずれ
かの理由で30％の生徒さんが通常より遅い
進級をしているということが分かっていま
す。1・2・3学年合同クラスの非常に良いと
ころは，留年したということが本人にも周り
にも分かりにくくて，割と，自分の速度で，
自分なりのやり方でゆっくりと余裕を持って
進められていくことです。しかもクラスの友
達がそのまま継続して友達でいられます。1
人だけクラスからはみ出て1年やり直したと
いうようにならない。
　そこは非常によいところだと思います。し
かも，4年間この1・2・3年合同クラスにい
てもいいので，子どもに留年というようなネ
ガティブなイメージを与えずに，4年までい
ていいですよという余裕を持たせることがで
きるのです。それはもう先生的にはすごくよ
いことなのですけど，政治的なことでまだ再
開ができていない感じです。」（Plessen校長）

　以上の説明から分かるように，Conrad-	
Grundschule	Berlin-Wannsee校の合同クラ
スは，日本の複式学級とはコンセプトも実態

も大きく異なっている。飛び級や留年に対応
できることが主たる目標となっており，それ
は，学年という発想を積極的に大きく変える
ものなのである。つまり，学習の基礎基本を，
4年間の幅の中で，個々の子どものペースで
習得させ，その後の学修につなげさせようと
いうプランなのである。
　こうした着想が必要とされるのは，それだ
け子どもたち一人ひとりの学力差が大きいか
らかもしれない。子どもたち全員を同じス
タートラインに乗せていくことが困難な現実
があることは，移民や難民が急増するヨー
ロッパ各国の社会状況を考えれば想像に難く
ない。けれども，それだけでは，それらの問
題に対して，なぜ合同クラスという対応を採
用するのかを説明することはできない。
　おそらくこの選択が可能になる背景には，
すべての子どもを目標として設定された学習
の到達ラインまで導くことが教育の揺るがぬ
目標となっているドイツの教育文化があるの
ではないだろうか。この目標の達成のために
最大限の工夫をし，最も効果的と考える措置
を行うこと，その結果の一つが個別指導を徹
底する合同クラスなのである。
　こうした個に応じた教育のコンセプトは，
冒頭の「同じクラスにいながら一人ひとり個
別の指導を受けられるというような状態にす
るというのが，この3学年合同クラスの目標」
という言葉が端的に示している。異なる子ど
もたちを，いかに一つの集団として指導して
いくかではなく，30人の子どもたちの個別
指導をいかに実現するかが課題なのである。
これを実現するために，学習期間の幅を広く
し，学習機会を柔軟化させたのである。
　したがって，指導体制も，個に応じるため
のものとなっている。授業は2人体制で行	
い，週に1回，このクラスを担当しているチー
ム（担任とAT8）でミーティングを行い，
情報交換や今後の教育活動の相談を行い，学
習の進捗状況を，担任だけではなく，「チーム」
で確認することになっている。



8	 Plessen校長に確認したところ，この学校のAT（アシスタント・ティーチャー）は教員免許取得者とは限らな
いが，保育士資格を有した者など，教育に関する学習を一定程度修めた者であるとのことであった。
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　また，子ども自身で学習内容（ドイツ語，
算数，パズルなど）を決めて，取り組む授業
が全授業のかなりの割合（多い場合は約半分）
で行われていることもその一つだろう。それ
らの授業では，複数の子どもが一緒に取り組
む場合もあるが，多くの場合はそれぞれの子
どもが異なる内容に取り組んでいる。こうし
た個に応じる教育を可能にし実現するための
環境として，Conrad-Grundschule	Berlin-
Wannsee校では合同授業が選ばれてきたの
である。

【学習空間のマネジメントⅠ：
森のクラスの取り組み】

　Conrad-Grundschule	Berlin-Wannsee校の
授業に目を向けよう。この学校の視察に関し
ては，視察前日に当校の授業について情報を
いただく機会があった。その際に我々が最も
関心を持ったことの一つが，近年日本でもド
イツ発の幼児教育の実践として紹介されるこ
とが多くなった，森の幼稚園と同じ実践，森
の授業（Waldklasse）を行っているというこ	
とであった。Plessen校長は，森の授業の意
義を，以下のように説明した。

「自分で取り組みたいことを選ぶことで，自
分で何をやりたいかや何をやってみたいか，
自分を信頼してやってみることだったとか，
そういうことを勉強することが大事で，おお
よそだいたいの子ども達はこれで自分のやり
たいことができるようになります。」（Plessen
校長）

　2019年 10月現在，Conrad-Grundschule	
Berlin-Wannsee校のHPでは，森のクラスに
ついての紹介が行われている。それに基づい
て，概要を紹介しよう。
　森のクラスはマリア・モンテッソーリの教

育（Montessori-Pädagogik）の考えをもとに
した，森を用いた教育（Waldpädagogik）で
あり，将来生活していくための能力や柔軟さ
や創造性を育成することを目標にしている。
1クラス当たりの児童数は22名～26名で	
あり，学習時間は7時半～16時である。子ど	
もたちは，自分の希望に応じて，学習を行う
場所を教室か野外かを選ぶことができる時間
があり，授業時間は多くの部分を教室の外や
森で過ごす。もちろん教員主導で行われる教
室で行う授業もある。教室内での学習は1-3
年生は17コマ，4-6年生は20コマであり，自
由課題の授業と探究学習・個別学習の授業で
構成されている。金曜日の午後2時からは，保
護者も一緒に活動ができる時間がある。4-6
年生のクラスには週に1日，博物館やその他
の文化施設への訪問学習など校外で活動を行
う学習日がある。森のクラスの基本日課が通
常授業クラス（半日授業）のはそれぞれ表2，
表3のようになっている。
　ホームページによれば，森のクラスは，ベ
ルリン市の幼稚園で広がっている森の幼稚園
の実践が，障害を抱える子にも，極めて学習
能力が高い子にも，そしてそれ以外の子ども
にも高い効果が認められていることを受け
て，現在推進されているインクルージョン教
育の流れの中で，その効果を初等学校にも拡
大していく実験的な取組として実施されてい
ることが示されている。
　残念ながら視察当日は雨だった。そのため
子どもたちが森に出ることができず，教室で
の授業となり，事前にお願いしてあった森の
授業の実践を見ることは叶わなかった。しか
し，教室の授業からも森の授業に通じる理念
を十分に感じとることができたので，続いて
通常授業の様子を紹介する。



表2　森のクラスの基本日課

時間 内容
7：30- 8：15 教室内でのホームルーム
8：15-10：00 教室内での自由課題

10：00-13：00 （野外での）朝食
森の中での学習

①：1年生から3年生
　　13：00-14：30
②：4年生から6年生
　　13：00-14：00

（野外での）昼食
休憩

①：1年生から3年生
　　14：30-15：30
②：4年生から6年生
　　14：00-15：30

探究学習
個別学習

15：30-16：00 オープンスクール・下校
註	この表は，Conrad-Grundschule	Berlin-Wannsee校のサイ

トをもとに筆者が和訳し，作成したものである。
	 https://www.conrad-schule.org/schulprogramm/

waldklasse/（2019年10月24日	閲覧）

表3　通常のクラスの基本日課

時間 時限
8：00- 8：45 1時間目
8：45- 9：30 2時間目
9：30-10：00 休 み
10：00-10：45 3時間目
10：45-11：30 4時間目
11：30-12：00 休 み
12：00-12：45 5時間目

上記以外に次のような教育活動が行われている。
・6：00-7：30，14：20-18：00は正課外の活動（有償）
・7：30-8：00，12：45-13：30は正課外の活動（無料）

註	この表は，Conrad-Grundschule	Berlin-Wannsee	
校のサイトをもとに筆者が和訳し，作成した
ものである。

	 https://www.conrad-schule.org/schulalltag/
zeitstruktur/（2019年10月24日	閲覧）
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【学習空間のマネジメントⅡ：
教室が森になる】

　森の授業の代わりに見せていただいた授業
は1・2・3学年の合同授業と5年生の社会科
の授業である。
　1・2・3学年の合同クラスでは，朝の会か
ら通常授業に至るまでの時間を参観した。
　朝の会は，本日の曜日や日付，天気などを
英語とドイツ語で確認し，カレンダーのカー
ド表示を本日のものにする活動から始まっ
た。子どもが間違えると，授業者は「ヒント
をあげようか？自分で考える？」と言い，子
どもは他の人が答えていいよと言って，他の
子どもが答える。子どもが「今日は日本から
お客さんが来ています」と言う。子どもが，
話した言葉の品詞や，言葉の意味を説明する
（｛日本は名詞です，日本は見えるから名詞
です｝）。品詞の確認は丁寧に行われた。その
後本日の時間割を確認し，自由学習に入った。
授業者が「朝の自由学習は先生が休みなので，
最初は1人で何かできることをやりましょう。
静かに1人でやりましょう。」と指示を出し，
子どもたちはめいめいに教室中に散らばって

好きなことをやり始めた。
　教室にはいろんなゲームやグッズが用意さ
れている。教室の四方の壁際にロッカーが置
かれ，そこには沢山の教具やおもちゃなどが
置かれている。子どもたちはそれらを使って
割り算をやったり，かけ算をやったり，言葉
のトレーニングのためのゲームをやったりし
ている。20分ほど活動すると音楽が流れる。
音楽は片付けを行う合図である。授業者は子
どもたちが席に着き，静まったのを見計らっ
て，授業を始めた。
　授業になると教師が主導して学習が進めら
れる様子が見られたが，視察者との交流（質
問タイム）になってしまったため，合同クラ
スの授業の実際を掴むことはできなかった。
ただし，視察した時間を通じて，教師が教室
内の秩序をしっかりコントロールしているこ
とが感じられた。
　一方，5年生の社会科の授業は，ホワイト
ボードの前のスペースに敷かれた絨毯で行わ
れた。24名の子どもが絨毯の周りの床に座り，
絨毯には複数の資料が置かれている。教師が
自分で用意した資料を用いてヒエログリフの
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説明を行う。その後，ヒエログリフの表を子
どもに渡し，子どもが自分の名前等をヒエロ
グリフで書く学習活動が始まった。
　社会科の授業は，自由学習とは異なり，子
どもが自由にテーマを決めて学ぶのではな
く，教師が教科書に基づいてテーマを決めて
学習を組み立てている。ヒエログリフを学ぶ
この授業は，エジプトの社会的ヒエラルキー
を学ぶ中で行われたものあり，一週毎に「王
様」，「役人」とテーマを決めて行われてきた
学習の「書記の仕事」の回として行われたも
のである。
　2つの教室を参観して，我々はこの学校の
教育の特徴として2つのことを知った。
　第1は，子どもたちが豊かな教育資源に囲
まれて学習をしていることである。合同クラ
スの教室では，教室の四方の壁際に自由学習
や授業で使うことができる教具やゲームやお
もちゃが置かれていた。子どもたちは，おも
ちゃに囲まれているようである。けれどもそ
れらで遊びながら，子どもたちは言葉につい
て学んでいた。グッズだけではない。朝の会
で，子どもが話した言葉をつかって品詞の学
習を行っていたことも，ねらいは同じだろう。
生活のすべてが学習と繋がっている。それを
子どもたちは教室で経験しているのである。
さらに教室の至る所が学びのスペースになっ
ている。自分の机，絨毯が敷かれたスペース，

ホワイトボード，グッズの置かれたロッカー，
教室のいろんな場所が学びの空間なのであ
る。彼らは体験の至る所から学ぶことを，い
ろんな場面で，繰り返し，繰り返し，経験し
ているのである。
　第2は生徒が活動をベースにした自由で創
造的な発想で学習を行っていることである。
学習手段として活動を用いて効果的に学ぶこ
とではなく，体験が学習に繋がったときに生
まれる新しい学びが期待されているように感
じられた。教師の筋書き通りに，子どもたち
を学ばせるのではなく，子どもたちが発想を
広げ，教師の授業プランを超えた学習をして
いくことが期待されているのである。社会科
の授業のポイントは，教師自身が柔軟な発想
で，学習テーマを自由に教科横断的，統合的
に組み立てていることにある。これもまた，
子どもたちの主体的で自律的な学びの可能性
を広げるものなのである。
　こうしてみてくると，合同クラスの授業	
も，社会科の授業も，同じ目標に向かった教
育であることがわかる。一貫したConrad-
Grundschule	Berlin-Wannsee校の教育を具
体化したものなのである。けれども，この教
育を行うことの教師の負担は小さくない。子
どもの学習を予測し，プログラムを構成する
高いマネジメント力，子どもの学習を確認	
し，授業を展開する発想力，そして学習空間
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を充実させる経済力など，多くの力が求めら
れる。

「先生は同時多発的に起こっている色々なこ
とをしっかりと見てなければいけないこと	
が大変です。課題がみんなちゃんとできてい
るのか，進んでいるのか。あと準備すること
はかなり多いです。授業中は教えるんではな
くて一緒に寄り添ってあげられるようにやっ
ていなければならなくて，時間がかかること
とか，人と相談をするのでうるさくなること
に我慢ができなくてはならない。ただそのこ
とによって子どもたちがより良い理解ができ
るのです。」（Plessen校長）

（3）	ベルリン市Rheingau-Gymnasium校の
マネジメント

　今回の視察で，具体的な授業を見せていた
だいた学校の一つが，ベルリン市のRheingau-	
Gymnasium校である。Rheingau-Gymnasium	
校では，最上級生である12年生の政治学の
授業と11年生の人権の授業の参観を行った。
Rheingau-Gymnasium校は選択制をとってい
るため，生徒数は異なっていたが，どちらも
20人弱の少人数の授業であり，ディスカッ
ションやアクティビティを組み入れた授業で
あった。ここでは，政治学講座の「ドイツ軍
の海外派遣」の是非に関するディスカッショ
ンの授業を紹介し，授業のマネジメントにつ
いて考える。

【政治的参加のためのディスカッションの
授業のマネジメント】

　参観した授業は開始の挨拶もなく始まっ
た。授業時間は90分間，10分間の休憩を間
に挟んで前半と後半をそれぞれ45分ずつに
分けて行われた。
　授業の流れは以下の通りである。
　はじめに，教師が本時の学習グループのメ
ンバー表を提示し，4人を基本単位とする学
習グループを構成した。このメンバーは，本

時を通じて交代や移動はなく，個人学習もグ
ループディスカッションも，クラス全体での
ディスカッションも，同じグループの配置で
授業は進められた。
　次に，授業者がドイツ軍の海外派遣に関す
る紙媒体の資料を配布し，映像資料を見せた
上で，ドイツ軍の海外派遣について内容の確
認を行った。その後，追加の資料を配り，前
半の残りの時間は生徒各自がドイツ軍の海外
派遣に関する自身の意見をまとめることにあ
てられた。追加で配布された資料には，ドイ
ツ軍の海外派遣に対する賛成と反対のそれぞ
れの意見と理由が示されており，生徒はその
資料とこの単元の中で先に学習した内容や，
ゲストティーチャーとして参加してくれた兵
士の話などを参考にして，自分自身の考えや
意見をまとめていった。ここまでで前半の学
習は終わり，10分間の休憩の後に，後半の
学習に入った。
　授業後半の学習は，自分たちがまとめた意
見がどんな論点を持った意見なのかをクラス
全体で確認し，論点をカテゴリーとして整理
する作業から始まった。この学習には最長の
25分間をかけ，クラス全体で5つの論点カテ
ゴリーを確定し，自分の意見がその5つの論
点カテゴリーのどれに該当するかを確認する
作業が行われた。この作業の後，グループ毎
に5つの論点カテゴリーに基づいたディス
カッションを15分間行った。ディスカッショ
ンに入る指示で，授業者はカテゴリーを意識
しながら進めることを強く求めた。活発な
ディスカッションの後，最後の5分間を使っ
て，クラス全体に向けて数名の生徒が自分の
意見の発表を行った。
　この授業を特徴づけているのは以下の点で
ある。
1教師がこの授業のディスカッション用に考

えたメンバーで構成されたグループで学習
活動を行っている。

2ディスカッション場面だけでなく，自分の
意見をまとめる作業も，グループの形で
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行っている。
3ディスカッションに資する多様な情報（文

字情報，映像情報，ゲストスピーカー（前
時）など）が与えられている。

4自分の意見を作る際に，一般的な意見を参
考にさせている。

5ディスカッションの前に，論点カテゴリー
を，クラスで話し合って確定している。

6論点カテゴリーを作り上げることに多くの
時間をかけている。

7自分の意見を論点カテゴリーにあてはめて
確認させている。

　これらはいずれも，ディスカッションの授
業によって，生徒にどのような力をつけさせ
ようとしているのかに関わっていると考える
ことができる。5から7に上げたことは，こ
の授業のディスカッションでは論点カテゴ
リーを意識することが特に重視されているこ
とを示している。学習課題は，ドイツの海外
派遣に対する自分の意見をまとめることであ
り，ディスカッションはその是非に関して行
われた。しかし，その議論を行う際に，生徒
が意識することを強く求められたことは，そ
の議論に当たってどのような論点カテゴリー
があるのかを自分たちで見つけること，自分
やクラスメイトがどのような論点カテゴリー
に基づいて意見を作っているのかをそれぞれ
の場面で確認すること，そして議論の中でど
の論点のカテゴリーが十分に議論されていな
いのかを意識しながら議論に参加することな
のである。グループディスカッションに入る
前に，授業者が生徒に示したスライドに書か
れていた指示は以下のものであった。
①自分の意見や視点がカテゴリーに全部

入っているか確認してください。
②自分の意見の比重がどのカテゴリーにある

かを決めてください。
③ディスカッションのルールに則って，グ

ループの人たちと一緒にこのカテゴリーで
良いか同意を得てください。

④ディスカッションを行ってください。

　つまり，この授業で授業者が生徒に経験さ
せようとしているのは，自分の意見を持つこ
とでも，クラスで意見を練り上げたり，合意
に至ったりすることでもなく，またどちらの
意見が正しいかを判定させることでもなく，
政治的参加のための資質能力としてディス
カッションの技法を身につけることなのであ
る。
　しかし，論点のカテゴリーの意識化という
ディスカッションの技法ばかりに目が向きが
ちだが，政治的参加のための学びとして重視
されているものはそれだけではないと感じら
れた。それは，意見そのものを他者や社会に
対して開かれたものとして作り上げる経験で
ある。これは1から5に指摘した授業の特徴
に関連している。
　授業は集団での学習が重視され，グループ
学習の机の配置ですべての学習活動が行われ
た。自分の意見をまとめるという個人の作業
もグループの中で行われた。個人の学習場面
ではあえてディスカッションと異なるスタイ
ルで活動させ，自分の意見であることを強く
意識化させる日本の授業風景とはかなり異な
る授業風景である。さらに，生徒たちは自分
の意見を市民の意見を参考にして考えること
が求められている。つまり，生徒は自分の意
見を，市民の一人として作ることが求められ
ているのである。自分の意見は社会の意見の
一つであることを自覚するための仕組みが，
この授業にはいくつも用意されているのであ
る。ディスカッションで重視されている論点
カテゴリーをクラス全員で確認し，それを全
員で修正し確定する作業も，その一つと考え
てよいだろう。
　生徒に政治的参加のための資質能力をつけ
させるという明確なねらいを持った授業を行
うために，授業者は実に多くの，細部に至る
授業のマネジメントを行っている。静かな子
と強い子を併せてグループを構成し，グルー
プの意見が2対2で分かれるように配慮し，
90分の学習活動が効果的に行われるように
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授業開始
　授業開始の挨拶は無く，授業が開始する。
◦教師：授業の座席表を前に示し，ドイツ軍の海外派遣に関する資料を配布する。

5分程度のヨアヒム・ガウク元大統領の演説の映像を見せる。
　↓
授業開始5分後
◦教師：ドイツ軍の海外派遣の活動内容に関する質問を生徒に行う。
◦生徒：何名か挙手し，指名された数名が答える。
　↓
授業開始15分後
◦教師：ドイツ軍の海外派遣に賛成もしくは反対の理由が記された資料を配布する。
◦生徒：配られた資料を読み，自分の意見をノートにまとめる。
　生徒の様子として，自分で意見をまとめている者や他の生徒と意見を交換しながら意見を
まとめている者がみられる。
　↓
授業開始45分後
　約10分間の休憩に入る。
　↓
授業再開
◦教師：生徒に自分がまとめた意見を述べるように伝える。
◦生徒：何名か挙手し，指名された数名が答える。
◦教師：生徒の発言をふまえ，賛成もしくは反対の理由をカテゴリーに分けて，カテゴリー

のキーワードになる語を板書する。キーワードは生徒に確認しながら，時折修正し
ながら書き進める。

　例えば，キーワードの1つに「効率」が出され，その後に生徒から「効果」との違いについ
て質問があり，別の生徒の意見から述べられた「効率」と「効果」の違いに関する考えをふ
まえ，「効率」とは別に新たに「効果」というキーワードも書き加えることがあった。
　↓
　板書に示された5つのキーワード
　　　Ａ効率，Ｂ必要性，Ｃ歴史的背景，Ｄモラル，E国際政治
　　↓
◦教師：生徒の意見がどのキーワードに関わるものであるのか，発言者や他の生徒に確認し

ながら話を聞いている。
　　↓
授業再開25分後
◦教師：生徒にグループ内でディスカッションを行うように指示を出す。
　教師が決めた4 ～ 5名のメンバーで１グループが構成されている。
　↓
授業再開40分後
◦教師：ディスカッションを終了するように指示を出す。
　↓
◦教師：ディスカッションの結果や様子，賛成や反対のそれぞれの意見の特徴などを挙手し

て発表を行うように指示を出す。
◦生徒：挙手をして意見を述べる。
　↓
授業終了

※註　◦は教師または生徒の行動や発言，下線部はその時の状況を示している。
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考えている。様々な資料を用意し，個に閉じ
た意見ではなく，社会につながった意見をつ
くる経験ができるように工夫し，よき発言者
となるための明解な指示を与えている。授業
のコンセプトと評価について尋ねたところ，
授業者のX先生の回答は以下の通りだった。

「ディスカッションのルールはもうみんな何
回もやっていて知っています。─中略─彼ら
は4セメスター，約2年間授業を受けていて，
4月からアビトゥーアに備えます。今は最後
のセメスターでやっていて，この授業ではディ	
スカッションとか，問いの投げかけというか，
どういう問いを作っているか，いろんな問題
がある中でどんな問いにしていくかというこ
とをみんなで練習しています。─中略─（評
価は）1セメスターの間に2回テストをして，
その他にも授業中にディスカッションしてい
る時に教師が回って，どのメソッドを使って
いるかとか，配られたプリントのどの意見を
ちゃんと解釈しているか，書かれているもの
を読んでいるだけなのか，ちゃんと自分で使
いこなしているのかというようなところを見
ています。政治学は高等の学問なので，それ
は大事なところです。みんなが今書いている
プリントも集めて，ちゃんと授業中について
こられていたのかとか，例えばアルファベッ
トをきちんと書けているかとか，そういうの
は大学に行ったときに1人で授業についてい
かなくてはならないので，見ています。」

　2年間彼らは繰り返し，繰り返し，ディス
カッションのルールを意識したディスカッ
ションを経験し，そのルールを学んでいる。
社会化された論点のカテゴリーの意識化がこ
の授業のコアなのだ。

5．得られた知見　学校のマネジメント

　我々が視察した3つの学校の取り組みから，
どのようなことが浮かび上がってくるだろう

か。
　まず，子どもたち一人ひとりの開かれた個
を確立させることに寄与するカリキュラム構
造と，学校のマネジメントである。学校は，
個々の興味や関心に応じて科目を選択し学習
できる機会を保障し，プロジェクト型学習の
設定や合同クラスづくりによる多様な背景を
もった子ども一人ひとりへの居場所の提供な
どを通して，彼らを尊重するとともに，彼ら
に個人としての自信を持たせるカリキュラム
構造を構築している。また，そのなかに組み
込まれたグループ学習や子ども同士の日常的
なやりとりなどを通して，子どもが閉鎖的な
自己主張の強い個ではなく，他者や社会とつ
ながっている開かれた個として確立すること
を援助するマネジメントがなされている。
　次に，学校は子どもに他国や他者の立場を
理解・経験させることを通して多文化を尊重
させるマネジメントを行っていることであ
る。模擬国連総会，1・2・3年生合同クラス
での日々の授業，政治参加のためのディス
カッションの授業など，立場の異なる他者と
関わり，相手の立場を理解や尊重する態度を
育成する機会が，特別な機会とともに日常の
教育実践の中に埋め込まれている。
　視察したドイツの学校ではこれらを明確な
目標の下でマネジメントすることで，多元的
多文化主義に立脚した市民を育てる教育を実
現させていた。その基盤には，校長のアイデ
アとリーダーシップとともに，一人ひとりの
教師が市民を育成するという意識をもって主
体的に子どもたちの未来への教育に取り組む
姿勢があった。
　最後にそれらの姿から，我が国が学ぶこと
ができるものを確認したい。

（1）	地域，学校，教師の大きな裁量権
　本視察で我々が目の当たりにした魅惑的な
実践は，学校運営のマネジメントから授業の
マネジメントまで多岐にわたる。それらはい
ずれも，究極の大きな目標のもとで地域，学
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校，教師といった教育の異なるレベルの現場
が自らの責任の下に任された課題として掲げ
る教育の理念の実現のために最も効果的な取
組を立案し，実施しているものと言える。
　それが可能なのは，地域，学校，教師といっ
た異なるレベルの現場が，それぞれ大きな自
律性を持って，教育のマネジメントにおいて
高い自己裁量を行っているからである。

「ドイツの伝統とは，教師が基本的に自由で
あって，自由度が非常に高いということで，
もちろんプランはありまして，この段階でこ
のような目標を達成するべきである，このよ
うな能力が身に付くということはあるんです
が，具体的に一人ひとりの教師がそのテーマ
をどのように料理するか，どのように提示す
るかといったことに関しては，非常に自由度
が高いので，この点ではアメリカもしくはお
そらく日本とは大きく異なるのかなと思いま
す。それがドイツの伝統でして，PISAの結
果を受けて，ドイツの教師は一匹オオカミに
すぎるのではないか，教室の中で権力を持ち
すぎなのではないか，もっと教師同士協力す
るべきなのではないかという批判も聞かれる
んですけれども，基本的にドイツの教師は，
教室の中では王様であるというのは言えると
思います。」（Plessen校長）

　この自律的なシステムがしっかり機能する
ために必要なものも，今回の視察と本稿の考
察を通して見えてきた。教育のコアを共有	
し，それを大きな目標として，各レベルの実
践のマネジメントを図っていくことである。
ドイツが各現場の自律性を大事にしているの
は，目標への道筋が多様であることを知って
いるからだろう。子どもたち一人ひとりの学
びを大切にすることも，子どもたちに多様な
学びの機会を用意することも，道筋を決める
ことが社会的暴力に他ならないことを知って
いるからなのだ。だから，すべてを標準化し
ようとしている日本と反対に，これまで以上

に個に応じた教育を実現するために何が必要
なのかを真剣に考えることができるのだ。終
日学校の採用も，合同クラスの採用も，森の
クラスの採用も，そうした中で始まった取り
組みである。いずれのケースも，州が学校に
大きな裁量権を持たせていることがわかる。
そして，それらの実施を現実に教室で効果が
期待できる取り組みとして可能にしているも
のは，教師の主体的な授業のマネジメントな
のである。現場レベルのカリキュラム・マネ
ジメントは，より質の高い教育を生み出し，
追求するものでなくてはならない。教育をが
んじがらめに制約し，それらに準拠すること
のために多忙過ぎる現場の貴重な時間を費や
すことを強いるようなシステムとは大きく異
なっている。コアが目標でなく，標準となっ
て，やらなくてはいけないものになってし
まったら，コアのために努力する多様な取り
組みを阻害し，多様な存在を認める価値を損
なうものになる。だからドイツはそれを選択
しないのである。それこそが，「バランスの
とれた政治的に成熟した市民を育てる」

（Plessen校長）ドイツの教育なのだ。

「PISAの結果を受けて変化もありました。
法的に決まっている教育上のプラン，目標と
いうのが，今まで内容に重点があったのが，
この時点でどのようなことが達成されて，ど
のような能力が身に付いているのかというこ
とに向かっています。ですので，例えば小学
校3年生の子どもはこのような能力が身に付
くといった感じで，内容に関しては，かなり
自由度が高いと言えると思います。それは同
時に，個々の教師が生徒の成長に関して非常
に責任を持っているということも意味してい
て，この専門性，そしてその責任感というの
が重要であると考えています。
　例えば小学校は，目指すものの考え方が変
わってきていると思います。今まで同質性が
基準であったのが，より個々に合わせた形に
なってきています。例えば，同じクラスの授



78　 国際経営論集　No.58　2019

業であっても，子どもによって違うプリント
ですからね。個々の能力に合わせて違うこと
を同じクラスでやるということも起こってい
ます。
　さらに，プロジェクトを取り入れることを
行っています。これは何かと言いますと，あ
る1つのテーマを決めて，それをさまざまな
観点から取り扱うということです。例えば自
転車がテーマだとしますと，自転車について
物理的な形で見ることもできますし，これが
環境問題にどういった意味を持つのかといっ
た観点で見ることもできます。こうした動き
が見られると思います。」（Plessen校長）

（2）	校長のリーダーシップ
　ドイツの自律的な教育を可能にしているも
う一つの重要な要因が，各学校の明確な教育
方針とその方針に基づく教育を行う校長の
リーダーシップである。
　授業を参観したRheingau-Gymnasium校で	
は，生徒が自分の意見を作りそれを論理的に
伝える能力を育成するための授業を実践して
いた。また，授業を担当していた教師は，そ
ういった能力を学校外の社会においても発揮
できるようになることを期待していた。これ
はまさに，今後の社会を担っていく生徒たち
が，主体的に社会に参画していくことを意識
しており，自律的な市民を育てることを意図
している。
　Kurfürst -Fr iedr ich -Gymnas ium	 in	
Heidelberg校では，学校運営において教師，
生徒，保護者との対話に基づく合意形成を
行っており，学校づくりを教師だけで行うの
ではなく，生徒や保護者にも主体的に関わっ
てもらいながら取り組んでいることがわかっ
た。終日学級の導入の主たる理由として，学
力向上よりも課外活動が強くアピールされる
のは，ドイツ国民としての保護者の教育への
期待がそこにあるからだ。保護者の期待に応
える学校運営のために，校長は教師に保護者
とのコミュニケーション能力や生徒に柔軟に

対応できる力を求めていた。また，この学校
では，教師は新たな教育内容を行いたい時に
は学校に提案し，行うことができる。
　教師が教育内容に関して提案を行い実践し
ていくという様子は，Conrad-Grundschule	
Berlin-Wannsee校でも共通していた。この
学校では教師に主体性や自分が取り組みたい
アイデアを求めていた。学校運営に対する教
師自身の積極的な関与を重要視していた。学
校が教員の採用権限を持つこともある。ドイ
ツでは，それにかなう教師が求められている。

「どういった基準で選んでいるのかという点
に関しては，もちろん学校のプログラムや学
校のコンセプトに合っているかどうか。その
先生に会ってみたときにどんな人かというこ
とが大事で，その後にどの科目かを見ていま
す。本当にその人が自分でやりたいアイデア
を持っているかどうか。それは研修にも来て
もらうんですけれども，研修中に『どうでし
たか』と聞いたときのリアクションだったり
…」（Plessen校長）

　学校は教員を採用するにあたって，学校の
方針に合った者を選んでいる。それは選考を
行う学校側にも，どういった考えに基づいて
学校運営を行っているのかという明確な教育
方針が求められるということでもある。自律
的に学校運営を行っていくためには，校長自
身に教育活動を通して実現したいアイデアが
必要なのである。
　校長のアイデアとリーダーシップに共感
し，学校運営を支える役割を担っているのは
教員だけではない。保護者の支持は重要であ
る。この点についてもインタビューでは示唆
に富む貴重な意見を聞くことができたが，大
きな問題でもあるので，改めて別稿で論じた
い。
　校長には多くの裁量権がある分，求められ
る役割や責任も大きい。学校の裁量権が大き
い分，学校間の教育活動に差が生まれてしま



9	 ドイツ全土の教員が不足しているがベルリン市では，校長の不足は深刻な状況にある。高谷（2019）はベルリ
ン市内の初等，中等教育の学校において「130校が校長のポストが空席となったままで，90校については3 ヶ月
以上校長が不在の状態が続いている」ことを述べている。
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うことも懸念される。優れた管理職養成は，
日本同様，いや日本以上に，ドイツでは大き
な課題なのである9。
　ドイツには校長養成指導員という役職があ
る。校長養成指導員を長年にわたって務めて
きたHumboldt-Gymnasium	in	Radeberg校の	
リヒター校長に，ドイツの学校教育の現在に
ついて話を聞いた。

「80年代に私は非常に規制されていると感
じていました。非常に強い制限を感じていま
した。物理の教員として生徒とディスカッ
ションをすることは難しいことではなかった
ので，生徒とディスカッションを行っていま
した。そして，かなり早い段階で私は政治的
にアクティブになり，もちろんそれはアン
ダーグラウンドのことで，簡単ではなかった
ですけれども，そうしたことをやっていまし
た。そして，東西再統一のとき，学校を全く
新しく考え直すというチャンスが訪れまし
た。とても素晴らしいことです。その後の
10年間，私たちは学校というものを非常に
多くの情熱を傾けて構築してきました。─中
略─	この学校で私は自分の活動を続けるこ
とができました。私は教員養成指導員であり，

「指導者教育」を担当しました。およそ20年
間「指導者教育」のシステム開発を行ってき
ました。
　しかしその後，政治は大きな間違いを犯し
ました。政治が教育に対する予算を削ったの
です。ザクセン州の学校や教育に予算を投じ
なくなりました。教員の価値を認めなくなり
ました。学校の閉鎖も相次ぎました。それら
の中にはまだ必要だった学校はたくさんあり
ました。しかし，これによって，非常に高い
学歴を持つ学生や能力のある生徒を州の外に

出してしまったのです。
　1990年，私たちは確かに自由を獲得しま
したが，─中略─	2018年の今日，私たちは
自分自身を感じることができません。そして
必要な境界線も感じることができません。今
の子どもたちは，すべてを持つということに
慣れていて，また甘やかされています。すべ
てもらうことができるということにもう慣れ
きっています。あこがれや，そして何かへの
欠乏を感じていない状態で自己実現のことだ
けを考えていて，それでは幸せにはなれませ
ん。一人ひとりが自分自身のことしか考えて
いません。これは間違っています……間違っ
ています。─中略─
　ドイツは教員がどこでも不足しています。
そして，教員だけではなくコンセプトも不足
しています。本当にコンセプトがない状態で
す。どうして5年前に先生になったばかりの
人が高校生の卒業を見られるのでしょうか。
小学生の卒業を見られるのでしょうか。先生
として成熟させなければいけないんじゃない
でしょうか。「誰でも先生になれる」とみん
な思っているんです。例えば「私は子どもを
2人育てたから先生になれます」，そんなこ
とを言う人もいるんです。本当に困った状況
です。
　このような状況が続くとヨーロッパ中にこ
うした政治的状況が広がっていきます。そし
てこの政治的状況は，長い目で見ると私たち
の長年保ってきた平和を脅かすものになりま
す。けれども，それを認識している人はいま
せん。もしくは認めたくないのかもしれませ
ん。これが私たちが今抱えている大きな危機
的状況です。これを若い人たちに伝えていっ
て，授業に採り入れていくことが必要です。
私は生徒の親御さんに言いました。「私は，



80　 国際経営論集　No.58　2019

あなたたちに介入していきます。邪魔をしに
行きます。私は，あなたたちのお子さんに質
問を持たせて家に送り返します。それは私が
私自身の良い先生たちにそう教えてもらった
ようにです。私の先生たちは，「（私の）お父
さんに戦争のときに何があったの」と聞きな
さいと言ってくれました。だから私は生徒に，
親に「お父さん，お母さん，あなたたちは何
をしたの」と質問するために質問を持たせて
家に帰します。私たちの将来がいいものにな
るように。私たちがもっと良く暮らせるよう
に。─中略─
　これは1つの危機ですが，なんとかできま
すよ。だって，いい若者たちがたくさんいる
んですもの。ここの学校で学んだことを，そ
してこの学校で一緒に学ぶことも一緒につ
くっていって，外の世界にもその知識，蓄え
た経験をもって行ける人たちだと思っている
からです。私はやはり民主主義を体現したい
です。その民主主義は，機能する経済活動と
結び付いているのが理想です。経済活動が実
際に社会的奉仕と結び付いていることが良い
ものであると考えます。これらの社会的奉仕
という義務を負っていると考えるべきである
と思います。一人の人間が良いアイデアを
持っていて，たくさんのお金を稼いだとして
も，この義務が果たされることを望んでいま
す。義務が彼らの考えにあることを望んでい
ます。
　今現在これを実際にしているというのは本
当にわずかな人たちじゃないかと思っている
んですけど，私自身は他人に対しても義務を
背負っていると思っています。─中略─	そ
してどんな社会の形であってもそれを共有す
る。それが大事なのではないかと思っていま
す。これは，社会主義とか，またさらには共
産主義のようなことを言っているのではあり
ません。─中略─	が，そのような他者に対
する義務は民主主義の中で実現できるのでは
ないか，という希望は持っています。」（リヒ
ター校長）

　この語りからは，時代や政治状況が変わっ
ても，教育や学校が果たすべき不変的な役割
に関する考えがみられる。教育や学校は，生
徒達が閉鎖的な個としての自己実現を果たす
ことを目指すのではなく，他者や社会とつな
がった開かれた個として成長するために必要
な役割を果たすべきであり，学校や教員には
その役割を果たすための理念が必要であると
考えていることがわかる。
　最後にリヒター校長にもう一つ聞いてみ
た。質問はどんな教員を求めているかであ	
る。

「私が満足するのはどんな先生かというと，
子どもを愛する先生，好奇心をずっと持って
いるような先生，クリエイティブな先生です。
そして，ほかの同僚の先生と一緒に子どもの
ために学校をつくっていく先生。そうだった
らいいなという，それが私の夢ですかね。そ
して，そういう先生はもうすでにたくさんお
られます。─中略─	コンセプトをつくった
りプロジェクトを計画したりということに関
しては，私たちはいつもチームで働いていま
す。いろいろなテーマを話し合って，ほかの
学校とも協力して，このようなものをつくり
上げていきます。そしてまたそれを校内に持
ち帰ってきて，私たちのところではどうでき
るかというふうなことを考えていきます。こ
のコンセプトを考える期間は，コンセプトを
考える担当の教員は1日そのためだけに使っ
てよくて，ほかの教員がこの先生の代替指導，
代替授業を行います。
　そのほかに，教員の中にはほかの科目を大
学で学ぶ人もいます。そのほか，私どもの教
員の中には，ほかの教員の養成担当をしてい
る教員もいます。この教員は，実習に来た教
職課程の方たちに教育理論などを教えていく
んですけれども，これは，人に教えることに
よってまた自分も学んでいくという，すごく
良いプロセスだと思っています。そういった
資格を取得することもいいことだと思ってい
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ます。そして，毎日教えている授業のクラス
の中にいるだけでなく，理論を確認すること
も良いことだと思います。それは自分の授業
をするにあたっても良いことです。
　学校が15時で終わった後に，先生と校長
先生も含めた教員たち同士で一緒に仕事をす
る時間があります。学校の休暇中にも一緒に
時間を過ごすことができます。そして，この
ような教員を私がもつことができるために，
私は先生たちの授業を見に行って，先生たち
と話ができる機会をつくって，授業を一緒に
見て，先生たちがさらなる資格を得るための
可能性を，しかも良い可能性を提供したり提
示したりすること，これが私の校長としての
仕事だと思っています。」（リヒター校長）

　リヒター校長が求める教員とは、同僚の先
生と一緒に、子どものために学校をクリエイ
ティブに創っていく先生である。そして、彼
女は校長として、個々の教員にその能力を求
めるのではなく、そのための体制と環境づく
りに心を砕いている。例えば、ある教育実践
のコンセプトを考える担当の教員は1日その
ためだけに使うことが認められており、他の
教員が代替授業を行うという。そこでは、日々
の実践のつつがない「遂行」だけが目的とさ
れるのではない。多元的多文化主義に立脚し
た市民を育てる教育に欠かせない「考えるこ
と」が教員にも保障されているのである。

【謝　辞】

調査にご協力いただいた皆様，調査をコー
ディネートしてくださったハイデルベルク大
学のChristine	Sälzer氏とドレスデン工科大
学のAxel	Gehrmann氏，Andrea	Reinartz氏，
ならびに調査のサポートをしてくださった通
訳者の松本麻里さん，勝又友子さん，長尾果
林さんに，この場を借りて心より感謝する。

【付　記】

本 研 究 は J S P S 科 研 費 J P 1 6 H 0 3 7 8 8 ,	
JP17H02672の助成を受けたものである。

【文献一覧】

◦キャサリン・コーラー	リースマン（著）（大
久保功子，宮坂道夫（訳）『人間科学のた
めのナラティヴ研究法』（2014）クオリティ
ケア

◦藤原文雄（2018）『世界の学校と教職員の
働き方	米・英・仏・独・中・韓との比較
から考える日本の教職員の働き方改革』学
事出版

◦ Deutsche	 Institut	 für	 Internationale	
Pädagogische	Forschung（2018）“Bildung	
i n 	 D e u t s c h l a n d 	 2 0 1 8 	 E i n	
indikatorengestützter	Bericht	mit	 einer	
Analyse	zu	Wirkungen	und	Erträgen	von	
Bildung”

◦国立教育政策研究所（2019）『教師環境の
国際比較OECD国際教師指導環境調査

（TALIS）2018報告書─学び続ける教師と
校長─』ぎょうせい

◦文部科学省（2016）『諸外国の初等中等教	
育』明石書店

◦文部科学省（2019）『諸外国の教育動向
2018年度版』明石書店

◦坂野慎二（2017）『統一ドイツ教育の多様
性と質保証─日本への示唆─』東信堂




